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鈴木　創業70年で私が5代目の社長になり
ます。創業はごみ、し尿収集から始まり、
浄化槽や排水処理、分析、薬品の取り扱い、
保全業務へと事業を拡げてきました。これ
ら現在の基幹業務も当時は先進的な取り組
みばかりで、先代たちが道を切り拓いてき
たからこそ今の私たちがあります。今日は、
これからの30年を担い、100周年への道を
作っていく若手社員の皆さんに集まっても
らいました。ぜひ、未来の日吉について自
由に意見を聞かせてください。

田中　東近江市にある衛生センターで所
長をしています。現場で学んだのは、い
ろいろな問題が起こる中で「根本にある
課題は何か」を冷静に見極めること。し
んどい時期もありましたが、人の温かさ、
特に先輩の優しさに支えられてきたなと
感じています。
横井　私は分析の仕事をしていますが、ま
わりの方々が仕事に関わるニュースなどを
適宜チェックされていて、世の中の動きと
自分の業務をしっかり繋げて考えている方
が多いなと感じます。
鈴木　「世の中の兆しを見つめて、流れに
備える」は会社のベースにある考えですね。
社是を意識して、日々の行動に移してくれ
ているのは嬉しいです。
林　私は入社後、グループ会社の湘南分析
センターに1年間研修に行きました。正直、
最初は「なぜ私だけ？」と思ったのですが、
始まってみるとすごく濃い時間で。薬剤な
どの専門知識を活かして営業ができている
のは、この経験のおかげだと思っています。
上森　私は文系出身で環境事業の知識がな
いので、入社してすぐに社内の部署を一
通りまわるJOBローテーション研修を受
けられたのがすごく良かったです。「こん
なことまでやってるの？」と驚くような
業務も多くて、会社への理解が一気に深

まりました。研修や教育の機会がしっか
りあるのはありがたいです。
吉原　私は大学時代からラボでの実験が好
きで、日吉を志望しました。大学では基本
的な原理を学ぶのが中心でしたが、当然、
仕事となると間違いが許されない緊張感が
あります。部署内では年代を問わず自分の
意見を出しやすくて、風通しがいいなと感
じています。

林　営業をしている私としては、どれだけ

デジタル化が進んでも、やっぱり現場では
人と人との信頼関係が大事だと感じます。
お客さまはもちろん、社内の分析部門に相
談したり、施設管理の担当者と連携したり
しながら、会社全体の価値をしっかり伝え
られるようになりたいです。
鈴木　今の役員は人手が足りない時代に入
社して、ある意味「何もかも経験してきた」
からこそ会社全体が俯瞰的に見えている部
分もあると思います。でもこれからは、そ
うした経験をしていない人がマネジメント
を担うようになる。だからこそ、部署が違っ
ても自然と相談できる関係性が生まれるよ
うな会社にしていきたいですね。
田中　私はし尿処理施設の維持管理を担当
していますが、汲み取り式トイレや浄化槽
はこれから徐々に減る設備です。だからこ
そ、これから私たちは何をすべきなのかを
改めて考えないといけない。日本ではイン
フラが整っていますが、世界に目を向ける
と、まだまだ衛生環境が不十分な地域も多
いです。そういった場所に私たちが培って
きた技術や経験を役立てることができれ
ば、新しい社会貢献になると思います。
横井　私は分析検査部で仕事をしているの
で直接お客さまと話すことは少ないのです
が、自分が調査した分析結果がお客さまに
どう届き、どう役立っているのかにはすご

く関心があります。その“先”まで説明で
きるようになるために、もっと勉強して必
要な知識や資格を身につけたいです。
吉原　昨今の国際情勢や持続可能な発展と
いった観点から、廃棄されるはずだったも
のを再び資源として使う「サーキュラーエ
コノミー」の考え方がこれから日本でもっ
と重要視されていくと思います。品質を保
ちながら再利用するために、私たちがやっ
ている計測や分析の仕事が活かせれば、当
社の発展にも繋がるのではないでしょうか。
上森　新しいことを始めるには、やはり人
がいないといけない。私は採用にも関わっ
ているので、求職者から選んでもらえる会
社になるために、更に働きやすい職場に変
えていく必要はあるなと感じています。

吉原　私は、「自分のやったことが誰かの役
に立っている」と実感できるときに働きが
いを感じます。たとえば水質分析の結果を
見て、「この数値が出るということは、あの
処理がうまく行っていないのでは？」と予
測し、原因追究に役立つ提案ができたとき
は、分析者冥利に尽きます。
上森　私は総務部なので、社員の皆さんが
お客さま。いろんな人から様々なことを頼
まれる中で、幅広い知識が身についていく
のが面白いですし、皆さんにとって頼れる
存在になれればと思っています。
林　私は営業なので、一番の目標は売り上
げを伸ばすこと！何千万円も動く仕事が取
れた時は、本当に嬉しいです。
横井　最初は先輩たちが分析結果について
ディスカッションしていても何を言ってい
るのか分からなかったのが、勉強して知識
がついて、話し合いに参加できるようになっ
てきたのが嬉しいです。新しい素材や分析
方法が次々に出てくるので日々勉強の連続
ですが、知識が増えていくのは楽しいです。
田中　施設管理部の仕事は、一般の方々の
生活に直結しています。施設の老朽化など
による問題は常に付きものですが、そう
いった問題をひとつずつクリアして、たく
さんの方々の暮らしを支えられていると思
うとやりがいを感じます。
林　職場環境の面では、当社は社員が多い
ので、仕事だけでは話す機会がない人もた
くさんいます。サークル活動やイベントな
ど、社員が交流できる場があったらいいで
すね。
上森　私は、社員が納得できる人事評価制
度を整えることも大事だと思います。

鈴木　当社は部署がたくさんあるので、同
じ基準で全員を評価するのがなかなか難し
い。評価をする人への教育や給与体系の整
備といった準備期間も含め、これから数年
かけて整えていく予定です。
吉原　みんなで仕事をする中で、改善点や
ダメだったことって意見が出やすいんです。
でも、誰かを褒める意見や感謝の言葉って、
意識しないとなかなか出てこない。私は感
謝されると「もっとがんばろう！」と思え
るタイプなので、ポジティブな言葉が飛び
交う環境が作れたらいいなと思います。
田中　私もまったく同じ意見です。実は、
部署内で「公開ありがとうメッセージ」を
送り合う期間を設けたことがあって。すぐ
できる上に、それだけでより気持ちよく仕
事ができるようになりました。ぜひ、全社
で導入できたらいいなと思います。
鈴木　今日は皆さんから屈託のない意見が
聞けて、本当によかったと思います。会社
は社会の一部。社会の中でどんな価値を提
供できるのか、技術や経験、人材といった
会社の財産をどう社会に還元していくかが
これからの課題です。これからの10年で、
どんな事業を育てていけるのか。そのアイ
デアが、今日のように社員一人ひとりの提
案から生まれる会社であってほしいと思っ
ています。

歴史を受け継ぎ、今を築く。
会社のこと、仕事のこと。

「自分の仕事が社会の役に立つ」その実感が、次の一歩を生む。
感謝と信頼を育みながら、未来へ続くこれからの日吉へ。

100周年への道をつなぐ
ために、いま私たちが
感じていること。

やりがいと感謝がめぐる会社に。
働くなかで生まれる想いを
大切にしたい。

株式会社日吉は、2025年3月に創業70周年を迎えました。この記念すべき節目にあたり、会社の歩みを振り返り、今後
の方向性を見つめ直す機会として、社長と社員による座談会を開催しました。各部門の社員が集い、経験や想い、これ
からの展望について語り合った様子をお届けします。

I N T E R V I E WI N T E R V I E W

70周年記念

座談会

鈴木 正
株式会社日吉の5代目代表取締役社長。現場

経験を経て経営に携わる。

施設管理部  田中 駿
2011年入社。施設管理部1課水処理係主任。
し尿・汚泥再生処理施設で所長を務めている。

総務部  上森 勇輝
2019年入社。総務部総務課総務係に配属後、

主に労務と採用業務に携っている。

分析検査部  横井 彩乃
2022年入社。分析検査部分析検査課無機分

析係で水質分析に携わっている。

薬品部  林 恭輔
2016年入社。薬品部薬品課で無機薬品など
の工業薬品の営業販売に携わっている。

分析検査部  吉原 亜悠
2013年入社。分析検査部分析検査課無機分
析係係長。水質分析に携わりながら、新規事
業の立ち上げを行っている。
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